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1．はじめに 

その２では屋外暴露による各種防水層の明度(L*)、近

赤外反射率(%)の経時変化について報告し、その３～５で

は、評価試験体全 47 体(①合成高分子系シート防水層 21

体、②アスファルト系防水層 11 体、③塗膜系防水層 15

体)について各種防水層の種類別にアスファルト系シート

No.30 を基準とした各測定期間における温度低減率を算出

し、期間毎の近赤外反射率と温度低減率の関係について

報告した。本報では各種防水層の温度低減率と反射性能

パラメーターとの相関に関する考察を行い報告する。 

評価試験体の種類、暴露方法、明度及び日射反射率の

算出はその２、温度低減率の算出方法はその３と同様で

ある。パラメーターはその２より温度低減率と関係のあ

ると思われる、近赤外反射率及び明度を用い、温度低減

率との相関に関する考察を行った。 

 

2．各パラメーターと温度低減率の相関に関する考察 

2-1．近赤外反射率と温度低減率の関係 

各暴露期間における各種防水層の近赤外反射率と温度

低減率についてプロットしたものを図１に示す。 

 

図１ 近赤外反射率と温度低減率の関係 

 

 

各暴露期間において近赤外反射率が高いほど温度低減

率が高くなる傾向となった。一般品、高反射品及び全防

水層における一年間の R2 値は、0.59～0.72 となり、ある

程度の相関関係が見られた。暴露期間を経過してもほと

んどの高反射品において近赤外反射率は 50%以上となり、

一般品と位置が明確に分かれた。高反射品は主に近赤外

反射率を大きくする技術を用いており、暴露後において

も反射性能が保持された。高反射品は回帰直線の傾きが

大きく、近赤外反射率に対する温度低減率への影響が大

きい事が示唆される。 

 

2-2．明度と温度低減率の関係 

次に、明度による温度低減率への影響を考察する。各

暴露期間における各種防水層の明度と温度低減率につい

てプロットしたものを図２に示す。各暴露期間において

一般品、高反射品共に明度が高い試験体ほど温度低減率

は高くなる傾向となった。R2 値は 0.52～0.76 となり、あ

る程度の相関関係が見られた。しかし、一般品と高反射

品でデータが縦に大きく分かれた。全防水層としては相

関性が低いと考える。 

 

図２ 明度と温度低減率の関係 
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明度が同程度の防水層は高反射品の方が温度低減率は

高くなる傾向が見られた。高反射品は回帰直線の傾きが

大きく、明度に対する温度低減率への影響が大きい事が

示唆される。 

 

2-3．明度×近赤外反射率と温度低減率の関係 

図２より一般品、高反射品それぞれでは、明度と温度

低減率には相関があると考える。また、近赤外反射率に

は色の明るさについての要素が含まれていない。 

明度と近赤外反射率を乗じることにより、温度低減率

と相関関係が得られると推定した。各暴露期間における

各種防水層の明度×近赤外反射率と温度低減率の関係を

図３に示す。 

各暴露期間において、明度×近赤外反射率が高いほど、

温度低減率が高くなった。近赤外反射率、明度それぞれ

単独では一般品と高反射品でデータが分かれる傾向にあ

ったが、図１，２と比較し両者はより直線的な関係とな

った。一般品、高反射品及び全防水層における一年間の

R2値は 0.63～0.87 となり、高い相関性を示した。 

 

図３ 明度×近赤外反射率と温度低減率の関係 

 

図３より明度×近赤外反射率と温度低減率には相関性

があることが分かった。次に、色の明るさについての尺

度である明度と関係の深い可視光域の日射反射率を含む、

全波長反射率と温度低減率の相関関係を考察する。 

各暴露期間における各種防水層の全波長反射率と温度

低減率の関係を図３に示す。各暴露期間において、全波

長域反射率が高いほど温度低減率が高くなり、両者は最

も直線的な関係となった。一般品、高反射品及び全防水

層における一年間の R2値は 0.71～0.91 となり、高い相関

性を示した。 

 

 

図４ 全波長反射率と温度低減率の関係 

 

表１ 各パラメーターと温度低減率の相関 (R2値) 

 
＊：参考値として算出した 

3．まとめ 

各種防水層全 47 体の反射性能パラメーターと温度低減

率との相関に関する考察を行った。 

近赤外反射率と温度低減率との関係について、相関性

があることを示した。明度と温度低減率に関しては相関

性が見られなかったが、明度×近赤外反射率を用いるこ

とにより、温度低減率との関係に高い相関性を示した。

また、明度と関係の深い可視光域の日射反射率が含まれ

る全波長反射率と温度低減率も高い相関性を示した。 

屋外暴露による紫外線や汚れ等の影響により反射性能

は経時変化するため、引き続き屋外暴露により防水層温

度を測定し 18 ヶ月、24 ヶ月後の日射反射率及び明度の測

定値から温度低減率との関係を解析し、今回得られた結

果が経年暴露後も有効であるかを考察する。また、2014

年 2 月より標準板としてブラックパネルの暴露を開始し

た。ブラックパネルの温度を基準とした場合の温度低減

効果を合わせて考察する。 
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